
電力供給仕様書 

 

１ 件 名  電力供給契約（病院施設） 

 

２ 概 要 

(1)需給場所    別紙１「需要場所一覧」のとおり 

(2)業種及び用途  官公署（病院施設） 

(3)契約期間及び供給期間 

① 契約期間   

  契約締結の日から２０２５年（令和７年）３月３１日まで 

② 供給期間 

  ２０２４年（令和６年）４月１日０時００分から 

２０２５年（令和７年）３月３１日２４時００分まで 

 

３ 仕 様 

(1)供給電気方式、供給電圧、計量電圧、標準周波数、受電方式 

  ① 供給電気方式     交流３相３線式 

  ② 供給電圧（標準電圧） ６，０００Ｖ 

  ③ 計量電圧（標準電圧） ６，０００Ｖ 

  ④ 標準周波数      ５０Ｈｚ 

  ⑤ 受電方式       １回線受電 

(2)予定契約電力及び年間予定使用電力量 

① 予定契約電力     別紙１「需要場所一覧」のとおり 

ア 各施設の各月の契約電力は、その月の最大需要電力と前１１か月の最大需要電力のうちいず

れか大きい値とする。 

イ 契約電力が５００ｋＷ以上の施設は、別紙１「需要場所一覧」の予定契約電力によるものと 

する。 

② 年間予定使用電力量  ８，１９２，９６１ｋＷｈ 

            （月別は、別紙２「使用電力量の実績値」と同じ。） 

(3)電力量等の検針 

   検針に必要な機器は電力供給者側で準備すること。（機器交換工事作業を含む。） 

(4)需給地点  

   一般電気事業者の電線路又は引込線と釧路市の需要場所の電気設備との接続点とする。 

(5)電気工作物の財産分界点 

   需給地点と同じ。 

(6)保安上の責任分界点 

   需給地点と同じ。 

(7)電力の計量 

① 電力の使用に対する代金（以下「電気料金」という。）の算定に必要な使用電力量、最大需要



電力（需要電力の最大値であって、３０分最大需要電力計により計測される値をいう。）及び力

率の計量は、需要場所に設置された計量器により行うものとする。 

② 計量日は毎月１日とし、計量結果（使用電力量、最大需要電力、力率、契約電力等）を速やか

に需要場所の請求書送付先へ通知すること。 

③ 計量器の不具合等が生じたときは、その期間の使用電力等について、その都度協議の上、決定

するものとする。 

(8)電気料金の算定等 

① 電気料金の算定は、１か月（前月の計量日から当月の計量日の前日までの期間）の使用電力量

により算定する。 

② 電気料金は、次に掲げる料金を合算した金額とする。（当該金額に１円未満の端数があるとき

はその端数を切り捨てた金額。） 

   ア 基本料金 

     契約電力、基本料金単価及び力率から計算した金額とし、以下の算式による。 

      基本料金＝基本料金単価×契約電力×（１.８５－力率／１００） 

     ただし、使用電力量が０キロワット時の月は以下の算式とする。 

      基本料金＝基本料金単価×契約電力×１／２ 

   イ 電力量料金 

     使用電力量に電力量料金単価を乗じて計算した金額とし、以下の算式による。 

      電力量料金＝使用電力量×電力量料金単価 

ウ 電力量料金についての燃料費調整額、並びに「電気事業者による再生可能エネルギー電気の

調達に関する特別措置法（平成２３年法律第１０８号）」に基づく賦課金については、当該地

域を管轄する一般電気事業者が定める約款等による。 

エ アからウまでにより算定された当該月分の電気料金を適法な請求書により速やかに釧路市

に請求し、釧路市は計量日の翌日から起算して３０日以内（その日が金融機関の休業日の場合

はその翌営業日。）にこれを支払うものとする。 

 

４ 電力供給における料金その他を計算する場合の単位及びその端数処理は次のとおりとする。 

(1)契約電力及び最大需要電力の単位は、１キロワット（１ｋＷ）とし、その端数は、小数点以下第１

位で四捨五入する。 

(2)使用電力量の単位は、１キロワット時（１ｋＷｈ）とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五

入する。 

(3)力率の単位は、１パーセント（１％）とし、その端数は、小数点以下第１位で四捨五入する。 

(4)料金その他の計算における合計金額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨てる。 

(5)消費税及び地方消費税額の単位は、１円とし、その端数は、小数点以下を切り捨てる。 

 

５ その他 

(1)入札金額算定時の力率は、１００％とすること。ただし、予定使用電力量が０キロワット時である

月は力率を８５％とする。 

(2)契約期間中における予定使用電力量を契約年間使用量とし、年間の実績使用量が契約年間使用量に

達しない場合でも、料金の追加請求を行わない。 



(3)権利義務の譲渡等 

  この契約によって生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し、若しくは継承させ、又はその権利を担保

に供してはならない。ただし、あらかじめ釧路市の承諾を得た場合はこの限りではない。 

(4)契約電力及び契約単価の変更等 

① 契約電力を変更する必要があると認められるときは、釧路市と電力供給者で協議の上、契約電

力を変更することができる。 

② 釧路市が契約電力を超えて電力を使用した場合の超過料金の扱いは、釧路市と電力供給者で協

議の上、定める。 

③ 契約は基本料金単価及び電力量料金単価による単価契約とする。 

④ 契約を締結した後において、経済事情の変化等により契約単価が不適当となったときは、釧路

市と電力供給者で協議の上、契約単価を変更することができる。 

(5)通信設備等 

① 当該地域を管轄する一般電気事業者との接続供給契約を遵守するために必要な計量器、通信装

置その他付属設備（以下「通信設備等」という。）を設置する場合は、電力供給者の負担で設置

する。 

② 通信設備等の設置場所は、釧路市と電力供給者で協議の上、場所を選定し釧路市が提供する。 

③ 通信設備等の設置の必要がなくなった場合は、電力供給者の負担で撤去する。 

(6)協議 

  契約書、請求・支払の方法については、釧路市と電力供給者で協議の上、決定する。 

(7)その他、仕様書に定めのない事項については、釧路市と電力供給者で協議により定める。 


